
年度　授業計画（シラバス）

30 (1) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

事前学習 調べ学習。(30
分)
事後学習 復習。(30分)各コマに

おける
授業予定

ILC英会話③

各コマに
おける

授業予定
ILC英会話②

事前学習 調べ学習。(30
分)
事後学習 復習。(30分)

第
5
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

下記について理解することができる。

配布資料

第
4
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

下記について理解することができる。

配布資料

各コマに
おける

授業予定
ILC英会話①

各コマに
おける

授業予定
海外提携校講義

各コマに
おける

授業予定
海外提携校講義

第
2
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

下記について理解することができる。

配布資料
事前学習 調べ学習。(30
分)
事後学習 復習。(30分)

第
1
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

下記について理解することができる。

配布資料
事前学習 調べ学習。(30
分)
事後学習 復習。(30分)

第
3
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

下記について理解することができる。

配布資料
事前学習 調べ学習。(30
分)
事後学習 復習。(30分)

テキスト：　なし（関連資料等の配布あり）

1.それぞれの講義実習について予習をし質問等も考えておく。
2.アメリカの文化等についての事前学習。
3.プレゼンテーションの準備。

　講義では積極的に質問したり意見を述べたりできるよう、不明な言葉の読み・意味を調べておくなどの事前学習が可能であ
れば、しっかりとやっておきましょう。

授業の
方法 内　　　容 使用教材 授業以外での準備学習

の具体的な内容

・ 出席（80％）、受講態度等（20％）にて評定する。

　海外研修を通して専門分野の世界標準を常に意識し、自分が習得した知識やスキルが世界の中でどの程度なのかを理解
し、国境を越えても活躍できる能力を身につける。また専門分野のことに加えて自国の制度、歴史、伝統などを理解し日本人
としてのアイデンティティーを持って海外の人とコミュニケーションができるようになることが目的。その為にアメリカの医療制
度、文化について学習する。

担 当 教 員 専任教員 実務経験と
その関連資格

対 象 学 年 2年 学期及び曜時限 教室名 601

演習

科  目  名 国際医療福祉 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2024

学        科 医療福祉総合学科 科　目　区　分 基礎分野 授業の方法



事前学習 調べ学習。(30
分)
事後学習 復習。(30分)各コマに

おける
授業予定

3校合同講義⑤

各コマに
おける

授業予定
3校合同講義④

事前学習 調べ学習。(30
分)
事後学習 復習。(30分)

第
15
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

下記について理解することができる。

配布資料

第
14
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

下記について理解することができる。

配布資料

事前学習 調べ学習。(30
分)
事後学習 復習。(30分)各コマに

おける
授業予定

3校合同講義③

各コマに
おける

授業予定
3校合同講義②

事前学習 調べ学習。(30
分)
事後学習 復習。(30分)

第
13
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

下記について理解することができる。

配布資料

第
12
回

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

下記について理解することができる。

配布資料

各コマに
おける

授業予定
3校合同講義①

各コマに
おける

授業予定
海外事業部講義

事前学習 調べ学習。(30
分)
事後学習 復習。(30分)

各コマに
おける

授業予定
ILC英会話⑥

事前学習 調べ学習。(30
分)
事後学習 復習。(30分)

第
11
回

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

下記について理解することができる。

配布資料

第
10
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

下記について理解することができる。

配布資料

事前学習 調べ学習。(30
分)
事後学習 復習。(30分)

各コマに
おける

授業予定
ILC英会話⑤

各コマに
おける

授業予定
ILC英会話④

第
9
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

下記について理解することができる。

配布資料

第
8
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

下記について理解することができる。

配布資料

事前学習 調べ学習。(30
分)
事後学習 復習。(30分)各コマに

おける
授業予定

海外事業部講義

第
7
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

下記について理解することができる。

第
6
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

下記について理解することができる。

配布資料
事前学習 調べ学習。(30
分)
事後学習 復習。(30分)

授業の
方法 内　　　容 使用教材 授業以外での準備学習

の具体的な内容

配布資料
事前学習 調べ学習。(30
分)
事後学習 復習。(30分)


